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会議ブリッジの概要
Cisco Unified Communications Manager対応の会議ブリッジは、アドホック会議とミートミー音声
会議の両方に対応するように設計されたソフトウェアまたはハードウェアのアプリケーションで

す。その他の会議ブリッジタイプがビデオ会議を含む他のタイプの電話会議をサポートします。

各会議ブリッジは複数のマルチパーティ会議を同時にホストできます。ハードウェアとソフトウェ

アの両方の会議ブリッジを同時にアクティブにできます。ソフトウェアとハードウェアの会議ブ

リッジはストリーム数とサポートするコーデックのタイプが異なります。新しいサーバを追加す

ると、システムは自動的にソフトウェア会議ブリッジを追加します。

Cisco Unified CommunicationsManagerサーバが作成されると、会議ブリッジソフトウェアも自
動的に作成されるため、作成できません。Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
に会議ブリッジソフトウェアを追加できません。

（注）

会議ブリッジタイプ
Cisco Unified Communications Managerの管理では、次の会議ブリッジタイプを使用できます。
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表 1：会議ブリッジタイプ

説明会議ブリッジタイプ

このタイプは、CiscoCatalyst 4000および6000音声ゲートウェイモジュー
ルと次の数の会議セッションをサポートします。

Cisco Catalyst 6000

• G.711またはG.729a電話会議：ポートあたり32人の参加者、
電話会議あたり最大 6人の参加者、モジュールあたり合計
256人の参加者、3人の参加者の 10のブリッジ。

• GSM：ポートあたり 24人の参加者、会議あたり最大 6人の
参加者、モジュールあたり合計 192人の参加者。

Cisco Catalyst 4000

G.711電話会議のみ：電話会議あたり 24人の会議参加者、各 6人
の参加者で最大 4会議。

シスコ会議ブリッジの

ハードウェア

ソフトウェア電話会議デバイスはデフォルトで G.711コーデックをサ
ポートします。

このタイプの発信者の最大数は 256です。256に設定すると、ソフト
ウェア会議ブリッジは 4人それぞれで 64の会議セッションをサポート
できます。会議セッションの発信者の最大数は、[最大アドホック会議
（Maximum Ad Hoc Conference）]および [最大ミートミー会議ユニキャ
スト（Maximum MeetMe Conference Unicast）]のサービスパラメータを
介して指定します。

このタイプの会議ブリッジ（SW会議ブリッジ）は、実装が簡
単です。サイレントな両当事者を特定せず、簡単な加算アルゴ

リズムを使用するため、多くの参加者がいる会議の音声品質と

音量レベルが低下する可能性があります。

注意

シスコ会議ブリッジの

ソフトウェア
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説明会議ブリッジタイプ

• NM-HDVまたは NM-HDV-FARMネットワークモジュールを使用
します。

• G.711 A/μ-law、G.729、G.729a、G.729b、G.729abの参加者は単一
の電話会議に参加できます。

•最大 6人が単一の電話会議に参加できます。

Cisco Unified Communications Managerは、コールに対して会議リソース
を動的に割り当てます。

Cisco IOS Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Routerの詳細に
ついては、この製品に付属の Cisco IOSのドキュメントを参照してくだ
さい。

Cisco IOS Conference
Bridge

• Cisco 2800および 3800シリーズ音声ゲートウェイルータ上のオン
ボードCiscoPacketVoice/Faxデジタルシグナルプロセッサモジュー
ル（PVDM2）を使用するか、NM-HDまたはNM-HDV2ネットワー
クモジュールを使用します。

• G.711 A-law/μ-law、G.729、G.729a、G.729b、G.729ab、GSM FR、
GSM EFRの参加者は単一の電話会議に参加できます。

•最大 8人が単一のコールに参加できます。

ISR4000ルータおよび
SM-X-PVDM-3000/SM-X-PVDM-2000/SM-X-PVDM-1000/SM-X-PVDM-500
では、Unified Communications Managerの最大ストリームは 4096に制
限されているため、各会議ブリッジプロファイルで最大 512のセッ
ションを登録できます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerは、コールに対して会議リソース
を動的に割り当てます。

Cisco IOS Enhanced Conferencing and Transcoding for Voice Gateway Router
の詳細については、この製品に付属の Cisco IOSのドキュメントを参照
してください。

この会議ブリッジタイプは、ISR 4000シリーズゲートウェイが導入さ
れたサポート対象の SIP電話向けに AES_CM_128_HMAC_SHA1_80を
使用した SRTPメディア暗号化をサポートします。SCCP電話とサポー
ト対象外のSIP電話は、AES_CM_128_HMAC_SHA1_32暗号化へフォー
ルバックされます。

ゲートウェイの負荷が暗号をサポートしていることを確認し

てください。サポートの詳細については、ゲートウェイのド

キュメントを参照してください。

（注）

Cisco IOS Enhanced
Bridge
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説明会議ブリッジタイプ

この会議ブリッジタイプは、Cisco Catalyst 6500シリーズおよび Cisco
7600シリーズ通信メディアモジュール（CMM）をサポートしていま
す。

会議あたり最大 8人の参加者とポートアダプタあたり最大 64の会議を
サポートします。この会議ブリッジタイプは次のコーデックをサポー

トし、アドホック会議もサポートします。

• G.711 A-law/μ-law

• G.729 annex Aおよび annex B

• G.723.1

Cisco Conference Bridge
（WS-SVC-CMM）

Cisco Video Conference Bridgeは、Cisco IP Video Phone、H.323エンドポ
イントおよび音声専用 Cisco Unified IP Phone対応の音声およびビデオ会
議機能を提供します。CiscoVideoConferenceBridgeはビデオ用にH.261、
H.263、H.264コーデックをサポートします。

Cisco Video Conference
Bridge（IPVC-35xx）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
4

会議ブリッジの設定

会議ブリッジタイプ



説明会議ブリッジタイプ

Cisco TelePresenceMCUは、CiscoUnified CommunicationsManagerのハー
ドウェア会議ブリッジセットです。

Cisco TelePresence MCUは、高解像度（HD）マルチポイントビデオ会
議ブリッジです。1秒あたり 30フレームで 1080p、すべての会議でフル
連続表示、フルトランスコーディングを実現し、混合HDエンドポイン
ト環境にとって理想的です。

Cisco TelePresence MCUは、シグナリングコール制御プロトコルとして
SIPをサポートします。システムと電話会議を完全に設定、制御、モニ
タリングできるWebサーバが組み込まれています。Cisco TelePresence
MCUは HTTPを介した XML管理 APIを提供しています。

Cisco TelePresence MCUは、アドホックとミートミーの両方の音声およ
びビデオ会議に対応しています。各会議ブリッジは複数のマルチパー

ティ会議を同時にホストできます。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、Unified CommunicationsManager
と Cisco TelePresence MCUとの間での Binary Floor Control Protocol
（BFCP）を使用したプレゼンテーション共有をサポートしています。

CiscoTelePresenceMCUはポート予約モードで設定する必要があります。
詳細については、『Cisco TelePresence MCU Configuration Guide』を参照
してください。

Cisco TelePresence MCUは、一般のアウトオブバンド DTMF
方式をサポートしていません。デフォルト設定では、Cisco
Unified Communications Managerには、メディアターミネー
ションポイント（MTP）は必要ありません。ただし、[メディ
アターミネーションポイントが必須（Media Termination Point
Required）]チェックボックスがオンの場合は、Cisco Unified
Communications ManagerがMTPを割り当て、SIPトランクは
RFC 2833に従って DTMFをネゴシエートします。

（注）

Cisco TelePresenceMCU
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説明会議ブリッジタイプ

Cisco TelePresence Conductorは、インテリジェントな会議管理制御を提
供しています。MCUおよび複数のデバイスの可用性に基づいてロード
バランシングを行うデバイスクラスタリングをサポートしており、ス

ケーラブルです。管理者は、アプライアンス、または Cisco Unified
ComputingSystem（CiscoUCS）プラットフォームやサードパーティベー
スのプラットフォームをサポートする VMware上の仮想化アプリケー
ションのいずれかとして、CiscoTelePresenceConductorを実装できます。

Cisco TelePresence Conductorはそれぞれの新しい電話会議用に最適な
Cisco TelePresenceリソースを動的に選択します。アドホック、“ミート
ミー”、およびスケジュール済みの音声およびビデオ会議を、個々の
MCUの容量を超えて動的に拡張できます。最大3つのCiscoTelePresence
Conductorアプライアンスまたは仮想化アプリケーションをクラスタ化
して、復元力を強化できます。1つの Cisco TelePresence Conductorアプ
ライアンスまたはCiscoTelePresenceConductorクラスタには、30のMCU
または 2400のMCUポートのシステム容量があります。

Cisco TelePresence
Conductor

コール保持
Cisco Unified Communications Managerのコール保持機能は、Cisco Unified Communications Manager
で障害が発生した場合やデバイスとコールをセットアップしたCiscoUnifiedCommunicationsManager
間の通信で障害が発生した場合にアクティブコールが中断されないことを保証します。

Cisco Unified Communications Managerは広範な Cisco Unified Communicationsデバイスでのコール
保持を完全にサポートします。このサポートには、CiscoUnified IP Phone、およびForeignExchange
Office（FXO）（非ループ開始トランク）と Foreign Exchange Station（FXS）インターフェイスを
サポートするMedia Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェイ、それよりも規模は小さくな
りますが、会議ブリッジ、MTP、およびトランスコーディングリソースデバイス間のコール保持
が含まれます。

高度なサービスパラメータAllow Peer to Preserve H.323 Callsを Trueに設定することにより、H.323
コール保持を有効にします。

次のデバイスおよびアプリケーションはコール保持をサポートします。両端が次のデバイスのい

ずれかを経由して接続している場合、Cisco Unified Communications Managerはコール保持を維持
します。

• Cisco Unified IP Phone

• SIPトランク

•ソフトウェア会議ブリッジ

•ソフトウェアMTP
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•ハードウェア会議ブリッジ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and Services Module、Cisco
Catalyst 4000 Access Gateway Module）

•トランスコーダ（Cisco Catalyst 6000 8 Port Voice E1/T1 and ServicesModule、Cisco Catalyst 4000
Access Gateway Module）

•非 IOSMGCPゲートウェイ（Catalyst 6000 24 Port FXSAnalog InterfaceModule、Cisco DT24+、
Cisco DE30+、Cisco VG200）

• Cisco IOS H.323ゲートウェイ（Cisco 2800シリーズ、Cisco 3800シリーズなど）

• Cisco IOS MGCPゲートウェイ（Cisco VG200、Catalyst 4000 Access Gateway Module、Cisco
2620、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 3810）

• Cisco VG248 Analog Phoneゲートウェイ

次のデバイスおよびアプリケーションはコール保持をサポートしません。

•アナンシエータ

• NetMeetingまたはサードパーティ製 H.323エンドポイントなどの H.323エンドポイント

• CTIアプリケーション

• TAPIアプリケーション

• JTAPIアプリケーション

コール保持のシナリオ
次の表で、さまざまなシナリオでのコール保持の処理方法について説明します。

表 2：コール保持のシナリオ

コール保持の処理シナリオ

Cisco Unified Communications Managerの障害によって、その Cisco
Unified Communications Managerを介して設定されたすべてのコー
ルの呼処理機能が失われます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、エンドユーザが受話器を
置くまで、またはメディア接続が解放されたことをデバイスが判別

するまで、影響を受けるアクティブコールを保持します。ユーザ

は、この障害の結果として保持されるコールの呼処理機能を呼び出

すことはできません。

CiscoUnified Communications
Managerに障害が発生しま
した。
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コール保持の処理シナリオ

デバイスとそれを制御するCiscoUnifiedCommunicationsManager間
の通信に障害が発生すると、デバイスは障害を認識し、アクティブ

な接続を維持します。Cisco Unified CommunicationsManagerは通信
障害を認識し、通信が失われたデバイスのコールに関連付けられて

いる呼処理エンティティを消去します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは影響を受けるコールに関連
付けられている動作中のデバイスの制御を引き続き維持します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、エンドユーザが受話器を
置くまで、またはメディア接続が解放されたことをデバイスが判別

するまで、影響を受けるアクティブコールを保持します。ユーザ

は、この障害の結果として保持されるコールの呼処理機能を呼び出

すことはできません。

電話またはデバイスはコール保持モードになり、会議ブ

リッジプロファイルゲートウェイは、ユーザが受話器を

置くことによって接続を切るまでコールエントリを保持

します。接続がオンラインに戻ると、会議ブリッジプロ

ファイルゲートウェイは、ゲートウェイの [sccp]設定の
下に設定された [SwitchbackGuard time]に応じて、CUCM
に登録します。

（注）

CiscoUnified Communications
Managerとデバイス間に通
信障害が発生しました。

デバイスに障害が発生した場合、デバイスを介して存在している接

続は、ストリーミングメディアを停止します。アクティブなCisco
Unified Communications Managerはデバイスの障害を認識し、障害
が発生したデバイスのコールに関連付けられている呼処理エンティ

ティを消去します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは影響を受けるコールに関連
付けられている動作中のデバイスの制御を維持します。CiscoUnified
Communications Managerは、存続しているエンドユーザが受話器
を置くまで、またはメディア接続が解放されたことを動作中のデバ

イスが判別するまで、動作中のデバイスに関連付けられたアクティ

ブな接続（コール）を保持します。

デバイスの障害

（電話、ゲートウェイ、会

議ブリッジ、トランスコー

ダ、MTP）
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会議ブリッジの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

アドホックおよびミートミー音声会議を使用で

きるように、ハードウェアまたはソフトウェア

の会議ブリッジを設定します。

会議ブリッジの設定, （9ペー
ジ）

ステップ 1   

ネットワークに、Cisco IOS会議ブリッジとCisco
IOS拡張会議ブリッジがいずれも存在する場合
は、次の手順を実行します。

会議ブリッジのサービスパラ

メータの設定, （9ページ）
ステップ 2   

会議ブリッジの設定

アドホックおよびミートミー音声会議を許可するように、ハードウェアまたはソフトウェア会議

ブリッジを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[メディアリソース（MediaResources）] > [会議ブリッジ（Conference
Bridge）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [会議ブリッジの設定（Conference Bridge Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定しま

す。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

ネットワークに Cisco IOS会議ブリッジおよび Cisco IOSの拡張会議ブリッジが含まれる場合、会
議ブリッジのサービスパラメータの設定, （9ページ）を実行します。

会議ブリッジのサービスパラメータの設定

ネットワークに Cisco IOS Conference Bridgeと Cisco IOS Enhanced Conference Bridgeの両方が含ま
れる場合は、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、サーバを選択し、
Cisco CallManagerサービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Parameters (Features - Conference)）]セク
ションで、次のパラメータを 6に設定します。

• [アドホック会議の最大参加者数（Maximum Ad Hoc Conference）]

• Maximum MeetMe Conference Unicast

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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